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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
まずは南砺市の概要についてです。広報なんとにも毎号掲載されていますが、令和6年6月末現在の人口です。
人口は、合併時の11月1日現在では59,230人でしたが、現在は５万人をきり、減少傾向にあります。
世帯数は合併時17,175世帯で、逆に300世帯ほど増えていますが、ほぼ横ばいです。
ちなみに琵琶湖の面積は６７０．２５ｋ㎡。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
南砺には、世界遺産の五箇山をはじめ、市民が誇り、つなぐ伝統がいくつもあります。
コロナ前にはなりますが、年間345万人の観光客が南砺を訪れ、食・お土産・人にたくさんの魅力を感じでいただき、アンケートでは9割以上が、また南砺へ来たいと言ってくださっています。

①（世界遺産合掌造り集落とユネスコ無形文化遺産）

②城端曳山祭。国の無形文化財に指定されている。平成２８年１２月にはユネスコ無形文化遺産にも登録。
毎年５月４日・５日に開催され、約３００年以上の伝統があります。

③福野夜高祭。県の無形民俗文化財に指定されている。平成２９年１２月には日本ユネスコ協会連盟による「プロジェクト未来遺産」にも登録。
毎年５月1日～3日に開催される、江戸時代中期より続く福野神明社の春季祭礼。
5月1日・２日の宵祭りには7つの町内の大行燈7基と、中行燈3基、小行燈13基の練りまわし、3日の本祭には4基の曳山と1台の屋台が巡行する。

④平成30年　日本遺産認定　宮大工の鑿一丁から生まれた「木彫りのまち・井波」
　瑞泉寺の建立をきっかけに、門前町として栄え、古いまちなみが残る、日本一の木彫りのまち。
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